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米
国
で
は
来
年
大
統
領
選
が
あ
る
。
新
大

統
領
が
誕
生
す
る
と
米
国
の
Ｃ
Ｉ
Ａ

や
軍
等
の
情
報
機
関
の
連
合
体
で
あ
る
Ｎ
Ｉ
Ｃ

（N
ational Intelligence Council

）
が
世
界

の
動
静
に
つ
い
て
の
分
厚
い
レ
ポ
ー
ト
を
新

大
統
領
に
提
出
す
る
。
従
来
は
内
部
資
料
で

あ
っ
た
も
の
が
現
在
は
一
般
に
公
開
さ
れ
て

い
る
。
２
０
１
７
年
の
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
就

任
時
の
レ
ポ
ー
ト
「
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｌ 

Ｔ
Ｒ
Ｅ

Ｎ
Ｄ
Ｓ 

t
ｏ 

２
０
３
５
」
を
見
る
と
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
の
２
０
３
５
年
予
測
と

し
て
以
下
の
よ
う
に
記
述
が
あ
る
。

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
の
発
達
と
気
候
変
動
問

題
へ
の
懸
念
に
よ
り
、
太
陽
光
発
電
等
の
急

速
な
拡
大
を
含
む
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
破

壊
的
変
革
の
段
階
と
な
る
。
家
庭
等
の
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
独
立
型
小
規
模
分

散
電
源
シ
ス
テ
ム
等
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、

現
在
の
大
規
模
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
へ
の

呪
縛
か
ら
市
民
を
解
き
放
つ
で
あ
ろ
う
。
化

石
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
輸
出
国
や
オ
イ
ル
・
ガ

ス
会
社
は
立
ち
い
か
な
く
な
る
」。

政
府
が
発
行
し
た
も
の
と
し
て
は
大
胆
な

予
測
で
あ
る
。
日
本
の
世
帯
当
た
り
の
電
力

消
費
は
年
間
約
４
０
０
０
ｋ
Ｗ
ｈ
で
あ
る
の

で
、
３
・
５
ｋ
Ｗ
の
太
陽
光
発
電
が
あ
れ
ば
年

間
発
電
量
の
合
計
が
年
間
電
力
消
費
量
と
同

程
度
と
な
る
。
最
近
は
太
陽
光
発
電
と
蓄
電

池
が
セ
ッ
ト
で
販
売
さ
れ
て
い
る
例
も
あ
る

の
で
、
戸
建
て
の
電
力
は
夜
間
や
雨
天
も
含

め
自
立
自
給
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

欧
米
で
は
天
候
頼
み
の
太
陽
光
発
電
等
を
補

う
よ
う
に
送
配
電
の
方
法
も
見
直
さ
れ
、
同

レ
ポ
ー
ト
の
予
測
す
る
方
向
に
エ
ネ
ル
ギ
ー

シ
ス
テ
ム
全
体
が
大
き
く
舵
を
切
っ
て
い
る
。

わ
が
国
に
お
い
て
も
、
災
害
対
策
の
観
点
も

あ
り
、
全
国
の
自
治
体
は
こ
の
よ
う
な
自
立

型
シ
ス
テ
ム
を
志
向
し
つ
つ
あ
る
。
し
か

し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
が
集
中
す
る
大
都
市

部
に
お
い
て
は
、
郊
外
の
戸
建
て
住
宅
の
よ

う
に
は
い
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
工
場
や
オ
フ
ィ

ス
ビ
ル
の
大
規
模
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
を
満

た
す
に
は
、
大
規
模
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
が
必

要
で
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
賄
お
う
と

す
る
と
大
都
市
内
の
限
ら
れ
た
土
地
で
は
面

積
が
足
り
な
い
。
こ
れ
は
江
戸
時
代
も
同
じ

で
、
世
界
的
大
都
市
た
る
江
戸
の
薪
炭
需
要

は
、「
レ
ト
ロ
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る
持
続

可
能
な
社
会
像
の
検
討
（
産
業
技
術
総
合
研

究
所
等
）」
に
よ
る
と
、
幕
末
の
１
８
５
６

年
に
は
年
間
に
木
炭
が
２
４
０
万
俵
、
薪
が

１
８
０
０
万
束
と
な
っ
て
い
る
。
同
報
告
に

よ
る
と
江
戸
時
代
の
1
人
当
た
り
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
は
現
在
の
１
％
と
の
こ
と
で
あ
る

が
、
そ
れ
で
も
こ
の
膨
大
な
薪
炭
は
、
伊
豆
、

駿
河
、
遠
江
、
下
野
、
上
総
、
安
房
な
ど
計

12
カ
国
か
ら
広
域
的
に
集
め
ら
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。
こ
れ
と
は
別
に
大
規
模
事
業
体
た

る
江
戸
幕
府
の
需
要
分
は
伊
豆
に
「
幕
府
御

林
山
」
を
定
め
、
こ
こ
か
ら
採
れ
る
原
木
を

原
料
と
し
て
炭
が
製
造
さ
れ
、
幕
府
に
納
め

ら
れ
た
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
中
心
と

し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
て
も
、

地
方
自
治
体
が
自
身
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
を

考
え
る
場
合
に
、
東
京
等
の
大
都
市
に
お
い

て
は
、
単
な
る
地
産
地
消
だ
け
で
は
足
り
ず
、

地
方
と
連
携
し
た

広
域
的
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
調
達
や
産
業

用
等
の
大
規
模

事
業
用
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
調
達
の
方
策

を
工
夫
す
る
必
要

が
あ
ろ
う
。

地
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
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